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「流域管理のためのツールボックスの利用j

ジャン・ハッセン (GWPResource Center、デンマーク〉

私の話を始めます前に、まず最初に、心より総合地球環境学研究所にお礼を申し上げたいと思います。

総合地球環境学研究所の皆様方、今日の発表のために私を招いてくださつでありがとうございます、心

よりお礼申し上げたいと思います。特に和田先生、谷内先生、ワークショ ップの組織の労をとって くだ

さった方々、そしてスタッフの皆様方、温かく迎えてくださった皆様方にお礼を申し上げたいと思いま

す。通訳に対してもお礼を申し上げたいと思います。専門家として大変よい通訳をずっとこれまで複雑

な問題について訳してくれております。

さて、私自身の自己紹介ですが、ジャン・ハッセンと申します。私は上級の水資源管理の担当といた

しまして、デンマークの DHIから参りました。DHIというのは、グローパル・ウォーター・パートナ

ーシップのリソースセンターとしての仕事をしております。GWPのリソースセンターです。

まず、私のプレゼンテーションにおきましては、ツーノレボ‘ックスが何であるかということを説明した

いと思います。どのような形でこれが役に立つのかについて話をいたしまして、その後、ツーノレボック

スのデモンストレーションをしてみたいと思います。ナピゲーションを通しまして、ツーノレボックスが

何であるのかということを説明したいと思います。私が一方的に話すばかりではなく、ビデオを準備し

ておりますので、それをご覧頂きたいと思います。

(ビデオ放映)

世界人口はますます増加しております。そして水需要の競合があります。これが世界の水危機を招い

ております。現実的な問題で、世界的な専門家は多くの問題に対して解決策を見つけてし、かなくてはな

りません。そして、人々とともに新しい政策をつくるためにそれを実践して、また、コンセンサスをつ

くっていくために資金を見つけ、組織をっくり、そして水プロジェクトを将来のために管理していく必

要があります。何にも増して、社会的、経済的、環境的な新しい政策の影響について考えてし、かなくて

はなりません。バランスのとれた水の管理を現在と、将来のニーズに対して行うことを統合水資源管理

と言います。これを IWRM(!ntegrated Water Resources堕anagement) と言っておりますが、十分

な水が将来のために確保されるのに IWRMは最適なオプションです。

地球上のすべての専門家が知識と体験を統合水資源管理のために集めます。このような知識を分かち

合い、そしてこのような同僚とともに経験を分かち合う必要があると思います。IWRMのツールボック

スは、豊かな専門知識と体験とを 1つの実践的でユーザーフレンドリーなものにしています。インター

ネットを介してアクセスすることが可能であります。ツールボックスには、さまざまなツールで、あると
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か政策が入っております。そしてIWRMの基本的な考え方の実践を可能にする施策が入っております。

アドバイスや情報、様々なケーススタディーであるとか、これまでに学んだ実体験からの教訓なども含

まれています。ツーノレを実例、また参考文献にして、組織やエキスパートへとつないでいきます。

ツールボックスは、IWRMを現実のものにしたいと思っている人にフィードパックと眼識を与えます。

ツールボックスは処方筆ではありません。何をどうするかということを教えてくれるというものではな

いのです。むしろユーザー自身が各状況に合わせて、いろいろなアクションをコンビネーションで選ん

でいくことができるとい うものです。ツールボ、ツクスはアド、パイスを他者の経験から学んで教えてくれ

ます。これを使うことにより、皆様方が専門家として、皆様方自身の経験と眼識をツールボックスに入

れ込んでいくのです。そして皆様方の成功点や問題点、それらをうまく駆使して IWRMを実行してい

くわけです。皆様方のフィードパックは普通のデータベース以上の活躍をします。ツールボックスは常

に進化しています。

ツールボックスは、本当の意味でのコミュニティづくりを可能にし、コミュニティを集いと情報収集

の場にします。このよ うに、ツールボックスはチャレンジ精神のある人にとって、今も、そしてこれか

らも絶対欠かすことができないものになります。

(ビデオ終わり)

とい うこ とで、以上を短い導入部として見ていただきました。この後に説明をしていきたいと思います。

今見て頂いたことの説明になります。ツールボックスとは本当に何なのか、何がツールボックスなのか

とい うことでありますが、これはさまざまなグッドプラクティスを集めたものということで、統合水資

源管理 (IWRM)の実現のための、よいプラクティスが入ったものであります。そしてまた、これを媒

体として使うことによって、知識を交換することが可能になります。また実体験がその中に入っており、

それらは教訓に基づいております。これは 1つにとどまったものではなくて、インタラクティブなもの

であります。また、ツールボックスはダイナミックであり、またリソースとしてどんどん成長していき

ます。知識や情報や様々な事例がどんどん追加されていき、経時的に成長するのです。

また、もう 1つ気がついたのは、ツールボックスを使うことによって、ツールボックスにいろいろな

材料を投入することとなり、全世界的な同僚にサポートを提供することができるし、また皆さん方がツ

ールボックスを通じて支援を受けることも可能となります。

では、ツールボックスの中に実際に入っていきますと、その中に何が見つかるでしょうか。多くのツ

ーノレがそこにあります。約 50の統合水資源管理のためのアプローチが入っています。また、事例が入

っております。さまざまなツールを組み合わせて応用した実例もその中に入っております。このような

事例は様々なツールを使った結果として集められたものです。また、主要な文献に対する参考文献の資

料があります。特に文献の中におきましては、マニュアル関連のもの、ガイダンス関連のものが強調さ

れています。

それから、組織についても書いてあります。ある特定のトピックに関しての組織が書かれておりまし

て、ど うやって連絡をとるかについての詳細が書いてあります。関連するウェブサイトも紹介されてお

りますし、また、ここに様々な資料を提供した人たちの詳細が書かれております。例えば事例をごらん
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になって、もっと知りたいということであれば ある事例についての連絡先などがそこに書いてありま

して、ほかの側面についても知りたい、もっとこの事例の新しい状況について知りたいということであ

れば、ツールボックスに入っていただきますと、どういう状況であるかがわかりますし、また、もしそ

の人と連絡をとりたい、もっと議論したいというのであれば、また援助が欲しいということであれば、

連絡先の詳細が書かれております。

ツールボックスの利点とい うのは、その組織のとり方によります。すなわち 3つの分野に分かれてお

りまして、物事を可能にする環境という観点から、政策と組織、制度、マネジメントの道具と分かれて

います。そして、これは通常のデータベースでありまして、問題指向型のものです。まず最初に問題か

ら入ることができます。あるトピックの問題で、これを知りたいというところからツールボックスに入

っていきまして、そしてそれに基づいて情報のかたまりが中から取り出されるということになります。

ここに書かれておりますのは多くのトピック、サブトピックということでありまして、例えば実際のサ

イトに行きますと、このような形になっております。そして、それぞれ 50のツールがこの中にすべて

網羅的に書かれているわけであります。

それで、は実例についてご説明いたします。先ほどちょっと触れましたが、ツールボックスは実際どう

いうものなのかというのを見ていきたいと思います。やはりツールボックスの事例となるためには、こ

れはツールを実際に応用し、それを反映したものでなくてはならないと考えられております。すなわち、

例えばこのケースは実際に起こった事象あるいは実際の体験に基づいたものでなくてはならないとい

うこと、また、 IWRMに関して分析的・批判的に書いたものであるということ、そして実際に実践した

ものであるということが必要とされます。すなわち単なるプロジェクトとか、あるいは考え方とか、レ

コメンデーションとかいったものではなくて、実際にこのプロセスを書いたもので、あって、十分に長い

間実践されて、実際的で現実的な教訓を学んだものである必要があるのです。それから、批判的な目で

見なくてはならないということで、プラスとマイナスを両方見なくてはなりません。プラスばかりです

と現実の世界とは言えませんので、肯定的、否定的両方の面が必要であります。また、 学んだ教訓につ

いては、こういった事例を通じて抽出をし、また共用していくことが事例の目的となっております。

それでは、流域管理との関連ではどうなっているのかということを考えてみたいと思いますが、ここ

でも学んだ教訓がございます。若干マイナスの教訓ということでありますが、これまでかなりエキスパ

ートが強調されておりました。また、物理的資源の技術的管理が強調されていたということです。それ

から、物理的な資源のアウトプットの最適化が強調され、経済・社会・環境的な福利については余り重

視されていなかったという問題があります。それからまた人間の持っている人工的な管轄区が物理的な

境界線とは余り重なり合わないという事実についても直視してこなかった側面があります。それからま

た十分適切な形で革新的な考え方はしなかった。これはウォーターボックスから飛び出ると書いてあり

ますが、例えばトピックで、まさに水資源の核となる問題を越えて外を見てこなかったということです。

水資源に関して、その管理の仕方であるとか、あるいはどのようなインパクトがあるかということにつ

いての考え方や行動に関して、十分に外部に目を向けていなかったという欠点もありました。

では、そこでツールボックスがどう役に立っかということについて説明します。皆さん色々な状況に

おられるかと思いますが、それぞれの特定の状況におきまして幅広いツールボックスが準備されており
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ますので、何かどこかの分野でツーノレボックスが役に立っところがあります。すなわち、皆さんの流域

管理における問題に直面したときに、統合的な管理をするためのツールが何か見つかると思います。

水政策、計画を統合いたしまして、より広範な経済開発につなげていくということを強調しておりま

す。より効果的、効率的、また持続可能な管理を促進しております。それからまた需要管理の役割が認

識されております。適切なコスト・サービス・分配システム、対立の管理のメカニズム、ボトムアップ

のプランニングといったものの役割が認識されております。さらにはガパナンスというものがトップダ

ウンあるいはセクター別コマンドコントロールで、はなくて、狭い範囲における専門家のマネジメントか

ら変えていかなくてはならないと考えております。

さらにツールボックスで強調されておりますのは、IWRMのプロセスが変化のプロセスだということ

です。そして水管理というのは 3つの主要な戦略的な目標を達成するためのものと考えております。1

つは効率性 (E血ciency) の上昇であり、経済・社会的な福利を高めるということです。そしてもう 1

つは公平性 (Equity)の増進、すなわちコストと便益を分配する際の対立を解消するということと、持

続可能な社会開発を促進するということです。最後に環境の持続可能性(Environmental 

Sustainability) とし、 うことで、以上が 3つの戦略的な目標であります。

ところで、 IWRMですが、政策やアクションとしてこれが固定された青写真ではありません。先ほど

も申し上げましたが、これは 1つの始まりであり、そして終わりであるということになります。そして

各国の中でその物理的、政治的、社会経済的な条件に合わせてそれを反映して適応していくということ

です。そのプロセスはダイナミックでなければいけないということで、グローバルな経済と社会の変化

に対応したものでなければなりません。

ツールボックスを使いこなせるためには次のようなことを理解しなければなりません。まずは問題を

理解しているということです。政策の改変や、またマネジメントツールによりまして新しいものが出て

きたきに、どういった形で対応できる問題なのかを把握しておく必要があります。そして問題の症状だ

けを見るのではなく、市場がうまくいかない場合、制度的な問題なのかガパナンスの問題なのかという

観点から原因を探ってみます。そして問題の原因に対応していくための代替的なツールがあるかどうか

について、把握していくことが必要とされます。また、失敗例からどういった学習がで、きるかというこ

と、そして変化への障壁といったような問題についても理解していなければなりません。

さて、ツールですが、いろいろな機能があります。いろいろな特徴がありまして、現状に合わせた形

で、使っていただくことができます。

それで、 1つの変更をするということになりますと、これだけでは十分ではないということで、いく

つもの変更をセットとして行う必要が多々あります。そういうときにはツールの中に前提条件があって、

ツールはそれ独自で機能するのではなく、ほかのツーノレとコーディネーションをとって働いているので

す。そしてツールは反応をスピードアップするかもしれません、そして有効性を高めるためにその他の

ツールとともに機能しています。またツールはひょっとしたら敗者をつくってしまうかもしれません。

故障であるとか、政治的なアクセプタンスを得るために、何とか説得をしようと広報するようなことや、

そしてツールが意図しない結果を発生させてしまうかもしれません。そしてそれらは、初めは予測して

いなかったものであるかもしれないということも考えなければなりません。ツールが適切であるかどう
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かということは、政治的能力、専門性能力、そして道守の能力ということによって決定されます。

では、あとの 5分で簡単にツールボックスに入ったらどうなるかということを見ていただきましょう。

こちらですが、初めのページです。インターネットのホームページ2のツールボックスを CD-ROMに

入れました。インターネットが非常に遅いではないかと思われたくないので、 CDに入れたものを使っ

てみます。入力いたしましてホームページが出ました。ツールボックスの入り方ですが、ツールのとこ

ろを見ていただいてもいいですし、ケースでもいいですし、コントローノレリファレンスのところでもい

いです。洪水、治水、それから水の処理、そして貧困といった問題で、皆様方が特別に関心のあるとこ

ろからでも結構です。そして、その入力のポイントによりまして特徴が違ってきますが、同じデータベ

ースやケースに対してアクセスすることができます。 リファレンスへのアクセスも同じです。

では、ちょっとやってみましょう。ツールをクリックしました。左側のところですが、ツールが幾っ

か出てまいりました。右側のところは、どのように使っていったらしw、かという使い方が細かく書かれ

ています。小さい窓で、チェックされているところは、ちゃんとグローパル ・ウォーター ・パートナーシ

ップによりまして品質保証済みであるということを示しています。

例えば河川の組織ということになりますと、水系の組織はツールをクリ ックいたしまして 1ページぐ

らい、どうし、う特徴があるか、どうし、う河川の組織に関しての研究があるかということが書かれていま

す。例えばそこからケースに入っていって、こういった組織があるところで、世界のどこかで同じよう

な事例がなし、かを見ていきます。現在幾つかのケースが出ているのがわかりますが、数はたくさんあり

ません。ですから、いいケースをぜひこういったツールボックスに入れていきたいと思っています。

ブラジルの例が出ていますが、川の委員会が発電所の担当者などの人々によってつくられているとい

うことも書かれています。

また、河川の水域を主要なベースーとして使っているような特定の組織があるかということで探してい

きますと、幾っか該当する組織が出ています。メコン川の委員会が先ほど話に出ましたが、ここに載っ

ています。それをクリックいたしますとメコン川の委員会の簡単な情報が出てきます。窓口はこちらと

いう形で出てきますので、 Eメールを出してもいいですし、また、インターネットにアクセスをとって

もいいということです。このようなツールボックスを使っていただきますと、クロスリンクに投稿する

ことができます。ハイパーリンクもできます。インターネットに入っていただきましてハイパーリンク

を使っていただきますと、ホームページに行くという形になります。

では、最初のページのところに行きます。ここをクリ ックし、知識を共有というところですが、皆さ

んにぜひここのところを見ていただきたく思います。知っている重要なケースがあるか、どういったも

のが知識としてあるか、どういう学習が得られたかということでケース ・プロポーザルがで、きますし、

また、レファレンスの提言であるとか、組織であるとか、ツールボックスに対してどのような情報を得

られたかを提供していただくことができます。もちろんこれには登録が必要ですが、無料です。これは

パブリ ックドメインに入っていますので、全く問題はありません。でも、登録はしていただくというこ

とです。パスワー ドを使ってください。もう一度コンタクトすることが必要ですし、ツールボックスに

関しまして皆様方が出したマテリアルだ、けに関してこういったものを取り扱われるという形になりま

2 http://wWW.gwptoolbox.org/enlindex.html 
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す。

あと 2"-'3のフューチャーを見ていただきましょうか。

このボタンをクリックいたしますと、コンタクト先、皆様方の関心のあるところで、ツールボックス

についてマテリアノレを提出したい場合、こういった人たちが窓口になっていますので、こういったとこ

ろに出していただくとしづ形になります。また、テーマボタンがあります。例えば皆様が洪水や干害と

いったようなものに関心を持っていらっしゃいますと、このテーマボタンのほうに行っていただいて、

知っていらっしゃる言葉で、これを打っていただく。そして、これをクリックいたしますとツールボック

スに行きまして、まずはイントロダクトリーテキストという形になります。そして干ばつであるとか、

入れた言葉に関する情報を取ることができます。どういうマテリアルが洪水 ・治水 ・干ばつ関係にある

かどうかがわかるのです。それから統合水資源管理にどのような形で関与しているかということが書か

れています。現在 2つだけしかケースが入っていませんが、今、 WMOと協力いたしまして治水 ・干ば

つ関係に関しまして幾つかのケースをこの中に入れようとしています。ぜひこのツールボックスにいろ

いろな方々が投稿していただくことで、もっといいものができ上がると考えています。

ただ、こ ういったケースを扱う際には人的資源に限りがありますので、制約が出てくるということに

もなります。でも、我々といたしましては、できるだけこういった提言を受けまして、フィードパック

をしていきたいと思っておりまして、グッドケース、グッドリファレンスを提供していきたいと思いま

す。皆様方が参照できるようなものを提供していきたいと，思っております。

後ろに戻りましたが、ツーノレに入っていくこともできますし、ケースにも入っていくこともできます

し、リファレンス組織という形でホームページにも行きます。

では、ケースのリストのところに行きましょうか。国のアルファベット順になっています。これを見

ていただきますと、こういうケースがあるのだということで見ていただけます。この情報がどこから来

たのかわかりませんが、日本のケースが 1つ入っています。雨水管理についてです。隅田ですか。東京

のどこかのサブエリアで、東京都みたいです。雨水の使用のシステムで、治水、そして十分な水を供給

することが目的となっています。1つだけ日本の例が入っていましたが、もっとたくさんの日本のケー

スがここに入っていけばと思っています。

では、私のほうから皆様方にご清聴を感謝申し上げ、終了させていただきます。どうもありがとうご

ざいました。

質疑応答

陀安 ありがとうございました。このツールボックスに関して、特に今すぐ質問されたい方はおられま

すか。

大野 ツールボックスというのは非常に興味深かったので、以下の 3つの点について、簡単で結構です

ので教えてください。

まず、ウェプサイトで公開されているということですが、どれぐらいのアクセス数があって、どうい
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った地域や国からアクセスされているのかというのがまず第 1点目です。

それから 2点目ですが、情報をどんどん提供して事例を増やしていくことができるということですが、

現状でどれぐらいのベースで情報が増えていっているのかというのが 2点目です。

それから最後に、こういったツールボックスを利用して、ツールボックスをうまく利用した具体的な

事例をもしご存じでしたら、簡単で結構ですので教えてください。

ハッセン ありがとうございました。できるだけお答えしたいと思います。

どれぐらいアクセスしてきているかということですが、今のところ 1カ月に 1，000件のアクセスがあ

ります。それほど印象的な数字ではありませんが、今までは技術的な部分を主に開発してきており、現

在それが終わったところです。今はキャンベーン時期ですし、自然的にヒ ット数は多くなるのではない

かと思っています。

どこの国から来るかということに関しては、いろいろな分布がありまして、世界のいろいろなところ

からヒットが来ています。特に第三諸国、途上国が多い。でも、先進国の中の学習を行っている組織、

例えば大学での教育など、そういう教育機関で、ツールボックスが使われて、そこからアクセスが来るこ

とも多いのです。

現在のところ、特別なケースでこういうものがありましたということは言えません。ただ、サイトに

来てくだされば、ツーノレボックスの中に何があるのかがわかると思いますし、何が必要かということも

わかっていただけると思います。現在のところ 20から 25のケースを 1年ごとに追加しているのです。

もう少しお金があればその数字を増加させることができると思っています。それから、このツールボッ

クスのケースの追加作業を簡素化し、皆さんがケースを提出できるようにしよ うと考えています。そう

すると皆さんがアクセスしてくれるようになりますし、投稿してくれるよ うになるのではなし、かと思っ

ています。これで全部ご質問をカバーできましたか。

田中(拓 2つお聞きしたいのですが、ツールボックスのメンテナンスに必要な人やお金の規模に関

して、現状をお教えいただけなし、かと思います。

もう 1つは、ツールボックス的なアイデアのほかに、似たアイデアのデータベースといいますか、も

し類するものがあるとしたら、それとの連携はどのようにとらえておられるのかという点を教えていた

だければと思います。

ハッセン メンテナンスに必要な金額と人の数ですが、現在の予算は 1年 20万から 30万ドルで、す。そ

の中には人件費やサーバー、ウェブマスターも含まれています。ツールボックスへの追加も全部これで

やりくりしています。オベレーションだけではなくて、以上のエクスパンションの部分の予算を含める

と、それだけのお金がかかるということです。

最後の質問は、もう 1つ質問があったはずですが。

田中(拓) もう 1つの質問は、ツールボックスと同じものは 2つないと思うのですが、似たようなウ

136 



「流域管理のためのツールボ、ックスの利用」

ェプサイトがないかどうか。もしあるとしたら、どういった連携をとられているのかということを教え

ていただければと思います。

ハッセン ツールボックスにおきましては、いろいろなデータベースにリンクできています。そのデー

タベースは水資源管理に関わるものです。今のところは、我々と同じように知識を総集し、幅を持たせ

たツールボ、ツクスの類は見当たりません。セクターごとに行った濯瓶や、水の供給などに特化したもの

はありますけれども、ツールボックスは完全にインテグレーティッド ・ウォーター ・リソース ・マネジ

メントに集中しておりますので、これと同じデータベースは見たことがありません。
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